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研究成果の概要（和文）：19 世紀後半から 20 世紀を対象に、日本で活躍した彫刻家たちと

その作品、彼らが所属した団体とその展覧会の動向、およびそれらをふまえた近代日本彫

刻の全体的な動向について、資料収集と調査・研究を進めた。それにより個々の作家の活

動の詳細を浮かび上がらせるとともに、多角的な視点から近代日本彫刻史についての全体

像を再検討し、それらの成果を『近代日本彫刻集成』全三巻やその他の論文などで公開し

た。 

 
 
研究成果の概要（英文）：We researched on the sculptors, their groups and exhibitions  from 

the latter half of 19th century to 20th century in Japan. On the basis of such researches, we 

threw their details into relief, and examined the general image of the modern Japanese 

sculpture from the various points of view. We made results public by the publication of 

“Kindai Nihon Chokoku Shusei (Corpus of Japanese Modern Sculpture)” 3 volumes and 

other papers. 
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１．研究開始当初の背景 

 近代日本彫刻史の研究は、荻原守衛、高村

光雲・光太郎父子、平櫛田中、橋本平八ら特

定の彫刻家たちについての個別研究は進ん

でいるものの、多くの彫刻家たちの活動はほ

とんど注目されないままであった。またロダ

ンの彫刻が紹介された明治 40 年代以降に日

本の「近代彫刻」が始まるという考え方が一

般的であったため、江戸時代と明治期とのつ

ながりや、明治 30 年代の動向などについて
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は顧みられることは少なかった。ようやく近

年、2004 年に静岡県立美術館で開催された

「〈彫刻〉と〈工芸〉」展など、それらの状況

に焦点を当て、従来の考え方を問い直す動き

が見られるようになってきた。 

 

２．研究の目的 

 研究の目的は以下のとおりである。 

(1) 19世紀後半から 20世紀、とくに江戸時

代末期の 1850 年前後から、第二次世界大戦

が終わってしだいに彫刻界が落ち着きを取

り戻し、新たな表現への取り組みが顕著にな

る 1950 年頃までの、約 100 年間を中心に、

近代日本彫刻史についての多角的な視点か

ら研究すること。 

(2) 当該時期における個々の彫刻家の活動

を、できるかぎり広く研究すること。 

(3) 以上の研究により得られた成果をデー

タ・ベース化し、今後の研究に役立つものと

すること。 

(4) 以上の研究をふまえて、近代日本彫刻史

の新たな全体像を多面的に提示すること。 

 

３．研究の方法 

研究の対象とする時代の彫刻界について、

次のようなテーマで研究を行なった。 

(1) 当該時期に活動した彫刻家たちについ

ての個別的な調査・研究。 

(2) 彫刻家が所属した団体・グループ、及び

それらの展覧会についての調査・研究 

(3)  江戸時代と明治期以降の彫刻とのつな

がりや、仏像の修理と近代における彫刻のと

らえ方の関係性、彫刻と工芸との関わりとい

った多角的な視点からの、近代日本における

彫刻のあり方の検討。 

 

４．研究成果 

 研究代表者と研究分担者による研究の成

果は、本報告書の「主な発表論文等」に記載

したとおりである。 

 とくに、国書刊行会から出版した『近代日

本彫刻集成』全 3 巻（2010～2013 年）では、

美術館学芸員等の研究協力者とともに、1850

年前後から 1950 年頃までの日本の彫刻界の

動向を詳細に研究し、今後の近代日本彫刻史

研究における基礎的な参考文献となること

を目指した。 

 また岡本太郎の彫刻についての研究など、

『近代日本彫刻集成』の対象とする時代以外、

あるいは中平四郎など同書で深く取り上げ

られなかった彫刻家たちについての研究も、

論文や口頭発表などをとおして、その成果を

公表した。 

 そのほか研究協力者も、各自の設定した特

定のテーマについて研究を進め、展覧会図録

や資料集などでその成果を公表した。その主

なものとして、藤井明による『岡倉天心と日

本彫刻会：日本木彫の「伝統」と「革新」』

展覧会図録（小平市平櫛田中彫刻美術館・井

原市立田中美術館、2010 年）、迫内祐司によ

る『中村直人 彫刻の時代』展覧会図録（〈中

村直人 彫刻の時代〉展実行委員会、2012 年）、

齊藤祐子・篠崎未来らによる『清水多嘉示資

料論集Ⅰ』（武蔵野美術大学彫刻学科研究室、

2009 年）などがある。 
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